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研究要旨 

 2019 年に発生した新型コロナウイルス感染症(COVID-19)は、交通のグローバル化、ボーダ

ーレス化のなか、日本を含めた国内外でパンデミックとなり、今なお世界中で多くの方が罹患

している。なかでも医療施設では、しばしばクラスターが発生し、通常診療ならびに地域におけるコ

ロナ診療にも多大なる影響が見られている。COVID-19 は、すべての医療施設において対応する

ことがあり、クラスター発生のシミュレーションならびに事前のラウンドの実施、最新の情報

共有について行っていく必要がある。 
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Ａ．研究目的 

2019 年末に中国で発生した原因不明の肺

炎は、2020 年 1 月 30 日には世界保健機関

(WHO)により「国際的に懸念される公衆衛生

上の緊急事態（PHEIC）」が宣言されたものの、

世界的パンデミックとなった。最近では変異

株により、更なる感染者数および重症者の増

加、通常医療を含めた医療体制逼迫がみられ

ている。新型コロナウイルス感染症は市中感

染症であることを踏まえ、市中での流行拡大

は、新型コロナウイルス感染症の診療の有無

に関わらず、クラスター事例が発生している。

当然、これらの施設では重症化リスクの高い

高齢者や基礎疾患を有する患者が多いととも

に、近接した診療やケアから、致死的な経過

をとるとともに、地域医療の更なる逼迫に繋

がることから、医療体制の確保にも甚大な影

響を及ぼすこととなる。新型コロナウイルス

のクラスターはすべての施設で起こりうるこ

とを念頭に、具体的な指針を示すことを目的

とする。 
 

Ｂ．研究方法 

1. 新型コロナウイルス感染症 感染者発生シ

ミュレーション ~机上訓練シナリオ~ 
地域におけるクラスター対応の経験が豊富

な、感染症医、感染管理認定看護師、微生物

検査技師らの感染症専門家により作成した。

クラスター発生時の対応「新型コロナウイル

ス感染症 感染者発生シミュレーション ~机
上訓練シナリオ~」は、関係者間で感染者が

発生した場合のシミュレーションを行って頂

くことを想定した。 



2. COVID-19 院内ラウンドチェックリスト 
新型コロナウイルス感染症の院内感染を防

止するためには、日ごろからの感染対策が重

要である。病院で日ごろ実施されている感染

対策ラウンドに活用するための「COVID-19 
院内ラウンドチェックリスト」を作成した。 
 

3. 医療機関における新型コロナウイルスに

おけるゾーニングの考え方 
新型コロナウイルス感染症における医療の

逼迫が懸念されるなか、数多くの医療機関の

協力連携が欠かせないとともに、安全に診療

するための病棟のゾーニングが必要であるこ

とから、「医療機関における新型コロナウイル

スにおけるゾーニングの考え方」を作成した。 
 

4. 院内感染対策に留意した面会の事例 

新型コロナウイルスの早期の収束がみられ

ないなか、患者や家族の意思決定には感染対

策に留意しつつ、面会を実施していくことが

求められる。 

 

（倫理面への配慮） 

本資料の作成にあたっては、患者個人情報を

取り扱わず、該当しない。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 新型コロナウイルス感染症 感染者発生シ

ミュレーション ~机上訓練シナリオ~ 
以下の項目について作成した。最初に、出席

者に質問１を配り、５分ディスカッションし

た後に解説１を配る、というやり方や、登場

人物を割り当て、どうするべきだったかを考

えてもらう、というやり方などが考えられる。 
 本シナリオの使い方 
 問１.感染者発生(シナリオ１) 
 【解説】問１.感染者発生(シナリオ１) 
 問２.感染者発生(シナリオ２) 
 【解説】問２. 感染者発生 (シナリオ２) 
 問３.感染防護具 
 【解説】問３.感染防護具 
 問４. ゾーニングの実施 
 【解説】問４. ゾーニングの実施 
 問５-①.職員の体制 (シナリオ１続き) 
 問５-②.職員の体制 
 【解説】問５-①②. 職員の体制 
 問６.陽性となった入院患者 
  (シナリオ 2 続き) 
 【解説】問６.陽性となった入院患者(シ

ナリオ 2 続き) 
 問７.取材への対応 
 【解説】問７.取材への対応 
 問８.患者家族対応 
 【解説】問８.患者家族対応 
 
2. COVID-19 院内ラウンドチェックリスト 
 COVID-19 院内ラウンドチェックリストとし

て、「一般病棟」、「コロナ疑似・確定病床」、

「診療外エリア」のそれぞれに応じた計 26

項目のチェックリストを作成した。 

 

3. 医療機関における新型コロナウイルスに

おけるゾーニングの考え方 
新型コロナウイルスにおける ゾーニングの

考え方、各ゾーン進入時の基本的 PPE、隔離

対象者の入院病室の考え方、隔離病室・病棟

の基本的な管理、PPE着用場所の例、PPE脱衣

場所の例、PPE着脱場所の例(上からの視点)、

PPE 着脱順序、医療施設の基本的なゾーニン

グ、イエローゾーンを設定する場合、疑似症

者がいる場合、濃厚接触がいる場合について

作成した。 

 

4. 院内感染対策に留意した面会の事例 

院内感染対策に留意した面会の事例として、

アクリル板で仕切った面会室を利用する例、

ワクチン接種歴を参考とする例、タブレット

端末を使ったオンライン面会の例、PCR 検査

を用いた小児科入院の付き添いの例を作成し

た。 

 

Ｄ．考察 

本研究は病院を想定し作成したが、自施設

の状況に応じて内容にアレンジを加えるなど

して、活用いただくことも考えられる。本検

討事項のみで必ずしも全てをカバーしている

わけではなく、実際に事案が発生したときに

は規定通りいかないこともあるものの、事前

の備えとして役立てることが重要と考えられ

た。 

 

Ｅ．結論 

COVID-19 は、すべての医療施設において

対応することがあり、クラスター発生のシミ

ュレーションならびに事前のラウンドの実施、

ゾーニング、面会のあり方など、最新の情報

共有について行っていく必要がある。 
 



Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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